
熊本県立教育センター 特別支援教育研修室

熊本県立湧心館高等学校の取組

【本スライドの流れ】

Ⅰ 取組の計画
Ⅱ 取組の実際
Ⅲ 取組の振り返り

高等学校における「学びのＵＤ」構築実践例①

※本スライドでは、高等学校における「学び
のユニバーサルデザイン」構築事業【令和
元年度（2019年度）、令和２年度（2020年
度）…熊本県教育庁県立学校教育局特別支
援教育課】による取組を紹介します。



Ⅰ 取組の計画



【目的】
ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業改善に取り組むことで、全ての生徒が「授

業を理解できた。」という充実感を感じるとともに、お互いの多様な考えを認め合い、安心
して学べる居心地の良い学級づくりを推進するため。

【目標】
１ ユニバーサルデザインの視点から授業をとらえ直し、学習の内容の本質を見極め、

内容をフォーカスし、授業構成をシンプルにする。

２ これまでの授業の手法を見直し、教科の枠を超えて他教科の手法を参考にして自ら
の授業の改善につなげる。

３ 私語をなくし、授業に集中できる環境づくりに努める。

４ 生徒がお互いの良さや違いを認め合える関係づくりを目指す。

１ 目的及び目標



２ 内容

取組１
「学びのＵＤ化」について、職員へ目的・目標の周知を行うとともに、研修を
実施する。

取組２
発達障がい等についての理解や対応の仕方を学ぶとともに、個を認め合う和や
かな学級づくりの手法を学ぶ。

取組３
ＩＣＴ機器等を活用し、視覚的な効果により、授業改善を目指す。

※その他の計画（スケジュールや校内組織）は、別紙資料をご覧ください。



Ⅱ 取組の実際



「学びのＵＤ化」について、職員へ目的・目標の
周知を行うとともに、研修を実施する。

取組１



令和２年（２０２０年）２月 「学びのＵＤ化」研修①

※グループワークを通して実践の交流を図り、
全校で取り組みたいことを話し合った。

※研修の中身については別動画をご覧ください。



「湧心館スタンダード」の作成

「学びのＵＤアンケート」の作成

生徒用 職員用



令和２年（２０２０年）８月 「学びのＵＤ化」研修②

※アンケート調査結果をもとに、評価が低かった部分をテーマとした。

・グループワーク
生徒が「ほめられた」「認められた」と感じ、自信や学習意欲を高めるために、職員全員で夏休み明け

から取り組みたい（または実施に向けて努力したい）具体策を考える。



発達障がい等についての理解や対応の仕方を学ぶ
とともに、個を認め合う和やかな学級づくりの手法
を学ぶ。

取組２



※ケース会議や校内研修等において、特別支援学校
の巡回相談員からの助言を受け、個別対応や授業
の改善等に努めた。

通年 特別支援学校による巡回相談の積極的な活用
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ＩＣＴ機器等を活用し、視覚的な効果により、
授業改善を目指す。

取組３



令和２年（２０２０年）１０月 研究授業（物理）、合評会

目標等の掲示（見える化）の工夫

授業の流れと目標を生徒に視覚的に示し、本日学ぶ授業を「見える化」する。

授業の見通しがもてて
分かりやすい！

※「湧心館スタンダード」をもとに、授業づくりの工夫を行った。



情報伝達（視覚化）の工夫
視覚的な情報（具体物・動画・写真）を活用し、分かりやすさや思考の深まり

につなげていく。

言葉による説明だけでなく、
具体物や動画があると分かり
やすい！



授業形態（共有化）の工夫
グループ活動の場面を取り入れ、生徒相互の学び合いによって、理解や考えの

深まりを図る。

学び合いって楽しい！
授業が分かる！

※教科と特別支援教育のスーパーティーチャーから助言を受け、授業改善に努めた。

【スーパーティーチャーの主な役割】

○自校での公開授業や研究協議等を実施し、自校の教員だけでなく、他校の教員にも
その技術や手法を伝え、情報共有を図る。

○他校での授業視察や教科会等に参加し、スーパーティチャーの指導技術を他校へ直
接伝える。

○自校、他校において、校内研修の企画・立案、若手教員への指導助言等を推進し、
教科指導だけでなく教職員としての資質向上を図る。 等



Ⅲ 取組の振り返り

※学びのＵＤアンケート結果及び本事業まとめアンケートによる教職員の回答を
もとに整理しています。

※回答者数：２８人



教職員個人について

・ユニバーサルデザインと聞くと少し身構えていた部分があったが、研究授業や（特に）合評会での様々なアドバイスを聞き、
小さなことから始められるのだということに気付き、何か取り組んでみようかと思えるようになった。

・生徒の困り感は何か、どうしたらそれを軽減できるか等を考えながら授業をするようになった。

・生徒が見通しを立てて学べるように、授業の目標と流れを必ず示すようになった。
・生徒の実力に応じて学べるように、難易度に差をつけた課題を準備し、取り組ませるようになった。
・以前より生徒一人一人の反応に配慮するようになった。呼名や言葉掛けを注意するようになった。
・授業の構成やプリントのフォント・形式などにも気を遣うようになった。
・生徒の学習活動では、生徒が自主的に体験したり、疑問に思うことを伝え合ったり、人に教えたりする活動等を取り入れる
ことによって、学びが深くなることを強く感じた。

・褒めることがなかなかできていなかったので、「褒める」「認める」ことを心掛けるようになった。
・「一方的に叱る」という形でなく、生徒のそれぞれが掲げた目標に向けて指導していき、生徒の良い部分を見つけること
ができるようになった。日々のストレスが少なくなり、心にゆとりみたいなものができた。

生徒への対応の変化

授業改善の取組

意識の変化

等



教職員全体について

・生徒と教師、それぞれにアンケートを取って詳しく分析されていた。その集計結果から、教師が思っ
ている以上に生徒は褒められていないということに職員全体で気づくことができた。まずは、共通理
解できたのがとても大きかったと思う。

・生徒が見通しを立てて学べるように、授業の目標と流れを示す授業が学校全体で増えた。

・ワークシートやＩＣＴを活用するなど、工夫して授業をする先生が増えた。

・今まで以上に生徒についての情報交換が活発になった。各先生が様々な工夫をされているのが分かり、
気軽に工夫、改善に取り組みやすい学校の雰囲気ができた。

・生徒を褒めることや認めることの必要性を感じる職員が増えたように思う。

・生徒の理解度や特性に応じた指導を行っていこうという雰囲気が増した気がする。

共通理解、共通実践の前進

全体の雰囲気の変化

授業改善の取組

等



生徒について

・教師と生徒の間の人間関係が親密になったようである。また、生徒のおかれている背景を理解しながら指導するような
協力体制が構築されつつあると感じている。

・「教師は怒るだけ」という生徒の先入観が払拭されて、「自分が学ぼうとする気持ちを支援してくれる」と感じている
ようである。

・生徒が時間に敏感に反応し、授業の開始がスムーズになった。
・時間の厳守、授業の準備が少しずつできるようになった。生徒の発言が多くなった。
・本時の目標を明確にすることにより授業に集中する生徒が増えつつある。
・褒めた後は、学習のモチベーションが上がっているように見える。
・褒められた後は少しずつではあるが、授業中に顔が上がったり、居眠りをする回数が減ったり、宿題をしてくるように
なったり等の改善が見られた。

・課題問題をレベル1～3に分類し、生徒にどこまでできるか目標を立てさせ、達成できたら生徒を褒める…というもの。
取組の結果、学力が厳しい生徒4人中3人が意欲的になったので、現在も取組は続けている。

生徒と教職員の人間関係の変化

全体の雰囲気の変化
・分からないことを気軽に質問する雰囲気ができた。
・担当する授業の生徒はとても落ち着いて参加している。学校全体も落ち着いたように感じる。

授業の様子の変化

等



・他教科の授業を参観することにより、自分の教科に置き換えて考えるようになった。より多くの授業
実践事例を学びたい。

・教え合うことで生徒の自己肯定感が高まり、教えられる側の生徒も気軽に質問することができるだろ
うと思うので、「教え合いの時間」を設けたい。

・生徒の自己肯定感を高め、自己の成長に気付くことのできる評価の仕方について考えていきたい。

・グループワークで生徒が活動しないのは活動する仕掛けが足りないからだとの指摘はもっともだと思
い、その点も考慮して活動させたい。

・まだあまり生徒の変化は見られないような気がするので、もっと授業内容の吟味や授業中の生徒への
声掛けを行うようにしたい。

各種研修会や合評会等を通して、生徒へ寄り添う意識が職員全体で高ま
り、生徒の様子や授業づくりに関する情報交換もより活発になりました。
教師からの言葉かけ等の工夫によるかかわりの変化、表示カードやＩＣ

Ｔ機器を活用した授業づくりの変化等が、生徒の「落ち着き」「学習意欲
の向上」「教師への信頼や安心感の高まり」へとつながっています。

今後に向けて

等



①家族や地域を支える「自立」した大人へ

②学ぶ姿勢を持ち続け「成長」していく大人へ



Kumamoto Prefectural Education Center

「生きる力」の育成のために、
すべての子供が安心して学べる

教育環境の整備を進めていきましょう。

BGM:MusMus


